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9月議会の特徴

物価高騰から府
民生活と営業を
守る施策なし

「私学無償化」
一方ですすむ
教育破壊

「全面支援」をし
てでもこだわる
カジノ万博
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【消費者物価指数】(大阪市・8月)

〇１９か月連続上昇

〇昨年同月比 ３．６％上昇

〇食料品での値上げ顕著

乳製品・肉類

物価高騰対策延長必要

８３％

物価高騰が生活に影響ある

９２％

物価高騰で府民生活は深刻①

ミルクが
買えない・・・

大阪市 8月物価指数



物価高騰で府民生活は深刻②

高齢者が６割近くを占める

電気代が不
安でエアコン
はつけない
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医療抑制が顕著に

「生活費より医療費がかかるので、

受診回数を半分にへらした」

「薬はいらないと医師に断った」

「熱があってもコロナ検査はうけない」

「リウマチの薬で痛みを止める。この

医療費負担はやっていけない」

寝る前の１時間
しかクーラーは
つけない

請求が来ても、ど
うやってお金を
払ったらいいのか



コロナ5類・感染高止まり

◆9月に入ってすぐ、小学校でクラスターによる

学級閉鎖

◆高齢者等施設や医療機関での面会者の検査は、

施設まかせ

◆「感染症予防計画」素案

・「病床確保」「減収補填」などあるものの、大阪府

独自で財政支援含む支援策を行うわけではない

・「検査費用が高い」と未受検の患者多数でも支

援なし

・福祉施設からは「今こそ大量検査を」の声
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「無料検査場の設置は医療機関で
検査を受ける人は有料のため

不公平となる」



９月補正予算
物価高騰・コロナ対策ほとんどなし

【物価高騰対策】

◆奨学金返還支援制度 約5億円

◆中小企業LED促進  約6億円

◆中小企業新事業展開   約3億円
固定費補助制度創設なし

賃上げ支援策なし

商店街支援策なし

【補正予算ではないが実施されるもの】
◆子育て世帯への食費支援第2弾
お米クーポン又は給付物品

◆社会福祉施設物価高騰対策
一時金第2弾

【コロナ対策】

◆介護・保育施設等への２万円ギフトカード

約86億円
コロナ対応地
方創生臨時交
付金活用

くらし支援緊急給付金なし
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９月補正予算
その他の特徴的なもの

◆府立学校トイレ改修  約4億円

◆災害復旧費  約11億円

◆「海外向け魅力発信」 約1.5億円

◆「国際金融都市」推進     約1700万円

（今年度予算合計  約1.5億円）

7

14億あれば
子ども医療費窓口負担
を１年間無償にできる！

小・中・高校生
万博に無料招待

事業合計 14.1億円
対象児童：約87.9万人
入場券：12億円
バス調達委託など：2.1億円



「私立高校授業料無償化」の影で・・

◆キャップは段階的に63万円に

◆経常費助成は2万円増額

◆制度完成後のキャップ以

上授業料は学校負担

◆経常費助成は2万円増額

しても全国平均以下

◆私立高校非正規雇用は

50％超え、一時金削減も。

入学金は
なくならない

「入学金値上げか人員削減でしか
経営難を乗り切る道がない」と
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奪われる学校選択の自由

【今年度、再編整備対象校】

①西野田工科高校（今宮工科高校に統合）

②布施工科高校・城東工科高校（城東工科の校舎校地で
統合整備）

◆「時代に即した対応→これからのものづくり人材に必要
とされる先端技術を取り入れた教育の充実」
◆「工業系高校や企業との連携の拡充を工業高校全体で
推進」

学校をつぶさない
と出来ないの？

【支援学校はまだ足りない】

☆府立学校条例改正

出来島支援学校設置！

やったー！

◆300人超え１４校、

400人超え 1校（豊中支援学校）も。

まだ足りない！

◆支援学級も支援学校もどちらも必要！
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営業をどうやって守るのか

【新事業展開テイクオフ支援】 補正額3.2億円

◆ゼロゼロ融資本格返済に対応できるよう「経営改善」「新事業展開」

◆外部専門家による計画策定・実行支援（補助上限100万円）

【外国人材受け入れ支援】

◆セミナー、専門家相談

◆留学生を対象に府内企業とマッチング

◆24時間体制で外国人労働相談

経営改善支援とあわせて
借り換えやリスケジュール
支援も必要

円滑な資金調達の支援

担保・保証依存型ではなく、
返済履歴や経営指針を評
価項目にするなどの支援
が必要
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奨学金返済支援 さらに拡充を！

【大阪府】
①府育英会奨学金30万円 ②日本学生支援機構奨学金20万円
※返還支援制度を導入した企業に給付
※定額・一回限り。①＋②でも最大50万円のみ。

岩手県

〇返還総額の1/2

（上限250万円）

秋田県

〇返還総額の2/3

〇未来創生分は10/10

 〇上限13,3万

最大3年間

徳島県

〇借受総額の1/2

（上限100万円）

山形県

〇わかもの定着枠

〇Uターン支援枠

〇産業人材確保枠

〇女性枠は＋10万円
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2025夢洲万博への暴走

◆会場建設費1250億円→1850億円に。

「1850億円より上振れしない」というが、

2200億円まで上がるという報道も。

◆残業上限は年360時間なのに除外検討

◆入場前売り券を経済界、自治体、万博

協会に700万枚割り当て。

知事は今期初議会で「万博・IRを中心の府政運営」を強調

「無駄をなくす」

◆海外パビリオン「積極的サポート」

・建売検討（プレハブ工法で）

◆大阪府市は規制緩和のオンパレード

・仮設建築物許可３か月→１.５か月に

・確認申請３５日→１０日に

◆海外資材

・各国規格に適合又は専門機関での評定取得し

ていればOK
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かけ声はどこに？



何がなんでもカジノ誘致
◆IR事業費（初期投資額）の変更

・１兆８００億円→１兆２７００億円に

・MGMとオリックスの折半

◆事前前提協定（９月末がMGMの撤退期限）

・府市は「判断基準日において事前前提条件が成就していないと判断」

→期限を延期しMGMが撤退する権利を持ち続ける

「MGMとオリックスの追加投資など事業実現にむけ
た強い意志、具体的な事業進捗認められる」と強弁

【大阪府の進める「府民理解」】
◆IR説明会
◆地元企業向けセミナー
◆ギャンブル依存症対策へ
の取り組み
・ワンストップ型の支援拠点
・掛け金や滞在時間の上限
設定

２０２９年開業
延期！

依存症対策の目標

「今以上に依存症
患者を増やさない」
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こどもと府民生活を守る府政へ
☆賃上げに伴う社会保険料・労働保険料増加分への補助制度を

☆住宅や事業所設備の建て替え、設備更新などへの省エネ・再エネ

支援制度創設を

☆国民健康保険の統一化ストップ！賦課権は市町村にあり！

☆全府立学校の学校給食費無償化と市町村立学校給食費無償

化への財政支援を！

☆子ども医療費窓口負担ゼロへ！

☆夢洲万博中止！

☆カジノ誘致中止！
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今年は環境産業労働常任委
員会に所属です。
１０月１１日に質問です！
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